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７－１ 協力対象地の選定経緯 



 

ミャンマー国地方部農村インフラ開発計画 

八千代エンジニヤリング㈱・日本工営㈱ 

協力対象地の選定経緯 

(1) 協力対象とする村落・村の取り扱いについて 

本調査の業務指示書においては、本無償資金協力による協力対象地として表 1に示す 6村が

選定されている。 

表 1 業務開始時の調査対象村落・村 

State／Region 
（州／地域） 

Township 
（タウンシップ）

Village Tract 
（村落） 

Village 
（村） 

チン州 Falam Zarthwlor - Pa Mum Chaung 
Tedim Dolluang - Zo Zang 

- Dolluang 
- Swang Dawh 

エーヤワディー地域 Mawlamyinegyun Sit Sali Htone - Sit Sali Htone 
Bogale Sa Bai Kone - Sa Bai Kone 

出所：調査団作成 

表 1 の調査対象村落・村は、本件準備調査に先行して実施された「ミャンマー国貧困削減小

規模インフラ情報収集・確認調査」（以下、「既往情報収集・確認調査」という）の調査結果に

基づき選定されたものである。既往情報収集・確認調査では、①貧困農民層の存在状況と BHN

（Basic Human Needs）の充足状況、及び②農業開発ポテンシャル層に重点をおいて協力対象候

補地を挙げた上で、農業畜産灌漑省及び州・地域政府との協議を通じて提案されたものである。

その結果、既往情報収集・確認調査においては、対象とする州・地域ごとに表 2 の通り選定経

緯及び結果が整理されている。 

表 2 既往情報収集・確認調査における調査対象地域の検討結果 

州・地域 選定経緯及び結果 

チン州 チン州においては、ADBによる道路・給水支援事業が実施中である。ミャ

ンマー側との協議を通じ、チン州においてはADB道路・給水支援事業は同

州南部地域を含め展開しており、先方要望として北部地域を重点的に選定

して頂きたいとの要望を受けている。同要望を踏まえ、道路密度が低く、

給水条件に問題がある北部地域の３タウンシップを調査対象地域として

選定した。 

エーヤワディー

地域 

エーヤワディー地域では、エーヤワディー川河口部の道路密度、安全な水

アクセスに問題のあるタウンシップを中心として候補地域を絞り込んだ。

さらに、ミャンマー側との協議を通じ、同地域北部に位置するHintada タ

ウンシップにおいて複合インフラ整備による支援ニーズが高いとの要望

を受け、調査の必要性を認めた。以上より、５タウンシップを調査対象と

して選定した。 
出所：「ミャンマー国貧困削減小規模インフラ情報収集・確認調査」関連資料に基づき調査団作成 
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また、既往情報収集・確認調査では、表 2の検討・協議結果を踏まえ、表 3の通り調査対象

地域を最終化している。 

表 3 既往情報収集・確認調査における調査対象地域一覧表 

State／Region 
（州／地域） 

Township 
（タウンシップ） 

Village Tract 
（村落） 

Village 
（村） 

チン州 Hakha Rim Pi Rim Pi 
 Falam Webula Webula 
   Kim Mon Chung 
   Pa Mum Chaung 
 Tedim Dolluang Zo Zang 
   Dolluang 
   Swang Dawh 
エーヤワディー地域 Myaungmya Moke Soe Kwin Moke Soe Kwin 
  Shan Yae Kyaw Shan Yae Kyaw 
 Labutta Thin Gan Gyi Thin Gan Gyi  
  Laput Pyay Lae Pyauk Lae Pyauk 
 Hinthada Tha Si Thar Si Thu Gyi Su 
 Mawlamyinegyun Sit Sali Htone Sit Sa Li Htone 
 Bogale Sa Bai Kone Sa Bai Kone 
出所：「ミャンマー国貧困削減小規模インフラ情報収集・確認調査」関連資料に基づき調査団作成 

一方、本件協力準備調査における第一次現地調査の対処方針「（9）広域的な視点」として、

「必要に応じてある程度広域的な観点も念頭に置いたサイト選定やサブプロジェクトに留意す

る。」との方針付けがある。 

本方針に関連し、調査団は、チン州とエーヤワディー地域の調査対象地域周辺の地域特性と

して、表 4の通り把握している。 

表 4 業務開始時の調査対象村落・村 

調査対象地 地域特性 

チン州 広大な面積を有する村落内に村が広域的に散在している。そのため、同

一の村落内であっても、各村は山間部や平野部など異なる地理的条件下

に位置しており、生活環境も大きく異なる。特に、山間部については、

道路が未整備であるため村同士の相互アクセスは確保されていない。 

エーヤワディー地域 狭小な村落内に村が集中している。そのため、村落内の各村は類似した

生活環境下にある。また、道路事情は劣悪であるが、村同士が近接して

いるため相互アクセスは相対的に容易である。 
出所：調査団作成 

以上の対処方針及び地域特性を踏まえ、チン州及びエーヤワディー地域それぞれにおいて、

事業実現性を踏まえた協力対象村落・村の最終案として表 5の通り選定した。 

A7-1-2



 

表 5 協力対象村落・村の最終案 

State／Region 
（州／地域） 

Township 
（タウンシップ）

Village Tract 
（村落） 

Village 
（村） 

チン州 Falam Zarthwlor 村落内の 2村中 1村 
- Pa Mum Chaung 

Tedim Dolluang 村落内の 10村中 5村注 1） 
- Zo Zang 
- Zo Nuan Zang 
- Tan Zan 
- Dolluang 
- Swang Dawh 

エーヤワディー 
地域 

Mawlamyinegyun Sit Sali Htone 村落内の全 4村 
- Sit Sali Htone 
- Pat Taw 
- Ywar Ka Lay 
- Bon Taung Su 

Bogale 注 2） Sa Bai Kone 村落内の全 8村 
- Sa Bai Kone 
- Ba Wa Thit 
- Ywar Tan Shay 
- Mote So Chaung 
- Sa Kar Lon Kone 
- Dar Chaung 
- Nga Pi Tone Hle 
- U Do Kan Su 

Tha Kan Wa 村落内の全 11村 
- Tha Kan Wa 
- Tha Kan 
- Kyaung Su 
- Hin Oh Gyi 
- Kyon Pha 
- Ngwe Taung 
- Da None 
- Aung Mingalar 
- Tae Pin (1) 
- Tae Pin (2) 
- Tae Pin (3) 

注 1）Dolluang 村落の協力対象地は、本資料（2）において対象村の絞り込み提案を行う。 
注 2）Bogaleタウンシップの協力対象地は、本資料（3）において対象村落の絞り込み提案を行う。 
出所：調査団作成 

表 5の欄外に示す通り、チン州 Tedimタウンシップ Dolluang 村落の協力対象地は、本資料（2）

において対象村の絞り込み提案を行う。同様に、エーヤワディー地域 Bogaleタウンシップの協

力対象地については、本資料（3）において対象村落の絞り込み提案を行う。 

A7-1-3



 

(2) チン州 Zo Zang 村及び周辺地域の協力対象地検討について 

当初調査対象である Zo Zang村、ならびに周辺地域に検討対象を拡大した場合の事業効果に

ついて検証した。下図に示す路線「A」～「H」のうち、農村地域における開発効果の観点から

｢A｣｢B｣｢C｣のインフラの優先度が高く、次いで｢E｣のインフラの優先度が高いと評価した。 

 
出所：調査団作成 

図 1 チン州 Zo Zang 村及び周辺地域のインフラ計画 

表 6に、上記の通り評価した検証根拠を示す。 
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り
、
農
業
・
農
外
所
得
向
上
が
図
れ
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
じ
て
主
要
な
生
活
圏
・
物
流
圏
と
な
る
カ
レ
ー
ミ
ョ
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
、

Z
o 

Z
an

g
に
加
え

Ta
n 

Z
an
、
山
中

6
村
を
含
む

4,
06

4
人
が
、
事
業
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

｢
C
｣の
道
路
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
対
象
と
な
る

Z
o 

N
ua

n 
Z

an
だ
け
で
な
く
同
村
北
部

4
村
お
よ
び
ザ
ガ
イ
ン
地
域
周
辺
の
村
の
住
民
の
ア
ク
セ
ス
向
上

に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
路
線
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
ル
ア
ン
村
落
の
全

10
村
の
う
ち
、
平
坦
地
に
位
置
す
る
全

4
村
の
域
外
へ
の
良
好
な
ア
ク

セ
ス
が
確
保
さ
れ
、
地
方
農
村
開
発
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

 

｢
E
｣の
道
路
整
備
は
、
農
業
拡
大
の
可
能
性
の
あ
る
土
地
の
農
業
開
発
と
あ
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

Ta
n 

Z
an
及
び

M
ai

 N
w

el
の
農
業
に
よ
り
所
得
を
得
て
い
る

66

世
帯
（

40
0
人
）
の
所
得
向
上
を
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、

M
ai

 N
w

el
と
ザ
ガ
イ
ン
地
域
の

P
yi

 T
aw

 T
ha

r 
間
は
、
比
較
的
健
全
な
既
存
橋
梁
を
整
備
済
み
の
た
め
緊
急
度
は

低
い
。

 

一
方
、
｢D
｣
｢G
｣
｢

F｣
｢

H
｣に
つ
い
て
は
、
上
表
に
示
す
理
由
か
ら
本
事
業
に
よ
る
協
力
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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(3) エーヤワディー地域 Sa Bai Kone 村落南地域への協力対象拡大の可能性について 

協力対象とするエーヤワディー地域 Sa Bai 

Kone村落の南地域には、Hpa Yar Thone Su村落

が広がっている（図 2参照）。対処方針「（9）広

域的な視点」の観点から、同 Hpa Yar Thone Su

村落への道路計画延伸について、事業効果、技術

的課題、本邦企業型による実施などの視点から事

業実現性を検討した。検討の結果、以下の理由に

より本計画対象地域から除外することとしたい。 

 C区間（図 2参照）終点において灌漑局が

整備したとされる既存道路と接続するこ

とにより、終点以南とのミッシングリンク

解消が期待されていたが、C区間終点での

現地確認の結果、灌漑局道路は雨季の路面

泥濘化により通行困難であることが判明

した。そのため、対象 C 区間によるミッ

シングリンク解消は実現不可能と判断さ

れる。 

 C 区間の既存道路は畦道程度の狭小幅員

であり、標準道路幅員（6.0m）まで拡幅

するためには盛土工事が必要となる。現地

聞取り調査の結果、対象地域周辺では盛土

の沈下収束に 1～3年を要することから、

長期にわたる工程、または沈下対策として

事業費が過大となる。 

 工事箇所へのアクセスが困難であり、建設

材料や重機の搬入が水運に限定される。そ

のため、施工計画が煩雑となり、本区間を

対象とすることにより本邦企業の関心を

低下させる。 

 以 上 

 

出所：調査団作成 

図 2 エーヤワディー地域 Sa Bai Kone

村落南地域 

Hpa Yar Thone Su村落 

Sa Bai Kone村落 
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７－２ 自然条件調査結果（チン州）
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